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1. はじめに 

 平成 19 年 6 月の改正教育職員免許法の成

立により、平成 21 年 4 月 1 日から教員免許

更新制が導入された。教員免許更新制の目的

は、「その時々で教員として必要な資質能力

が保持されるよう、定期的に最新の知識技能

を身に付けることで、教員が自信と誇りを持

って教壇に立ち、社会の尊敬と信頼を得るこ

とを目指すものです。」と記されている[1]。 
 平成 30 年 7 月時点における本年度の免許

状更新講習の認定一覧[2]によれば、認定大学

等の数は 548、うち必修領域は 369 大学等、

選択必修領域は 398 大学等、選択領域（受講

者が任意に選択して受講する領域）は 519 の

大学等で 8734 の講習になっていた。 

  

2. 天文教育分野の講習について 

 教員免許管理システム運営管理協議会では、

教員免許更新制における更新講習の情報を公

開している[3]。平成 30 年 7 月時点では、天

文教育分野に関連する講習は、27 講習を検索

できた。更新講習数は、理科分野の中では最

も少ない地学、さらに天文領域（図 1）は少

なく、選択講習領域全体の 0.3%に過ぎない。 

 講習シラバスや検索サイトから確認できた

ものからその講習内容を調べると、講義主体

の講習が多く、ほとんどは昼間の講習となっ

ている。実習などを含めた講習では、望遠鏡

の製作やその操作実習、天体ソフトウェアの

操作が含まれているものも少なくないが、中

には東京学芸大学の天体望遠鏡実習に特化し

た講習も行なわれている。そのうち、夜間の

実習を取り入れた講習（数）は、琉球大学(2)、
仁愛大学(1)、望遠鏡の製作を取り入れた講

習は、信州大学(1)、和歌山大学(1)、岐阜聖

徳大学(1)、望遠鏡の使用方法を含む講習は、

北海道教育大学(2)、秋田大学(1)、仁愛大学

(1)であった。 
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図 1 地学分野（検索は2016年のみ）、天文教育分野

のキーワード検索結果（2016～2018年） 

 

3. 仁愛大学における講習について 

 仁愛大学では、「星とのコミュニケーション

－子どもたちの天体に対する興味・関心に応

えるために－」と題した選択講習を開始して

3 年目になる。対象者は、主に小学校教諭（幼

稚園教諭も可）とし、募集定員 25 人の 6 時

間講習である。講義 3 時間（地球・月・太陽

の動き、教材製作、望遠鏡の仕組み・使い方

など）、野外実習 3 時間（望遠鏡の組み立て・
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月と惑星の観察・撮影、夏の星座の観察など）

という構成とし、14 時～21 時半頃の時間帯

に実施している。

3.1 本年の実施状況 

実施日 8月 17 日（金） 月齢 6.0 日没 18:44
薄明終 20:17 天候は、晴れ時々曇り、実出

席者 24 人（小学校 8 人  幼稚園・こども園・

保育園等 16 人）であった。西の空では、金

星・月・木星が確認できた（肉眼、双眼鏡、

望遠鏡）。南の空では、土星・火星が確認（肉

眼、双眼鏡、望遠鏡）できた。大接近した火

星の模様は Web カメラを介することで、肉眼

よりもはっきりすることも確認できた。今回

は、望遠鏡数が 4 台と少なく、機種はすべて

異なるため、補助者による操作支援を得たが、

受講者による操作はほとんど無かった。 

3.2 事前アンケート・事前課題・評価等 

アンケートでは、機材持参の可否や日の

出・日の入り現象の観察経験、惑星や夏の大

三角やさそり座などが見つけられるか尋ねた

が、わからないという回答が多かったため、

簡単な図を付けた事前課題を送付した。 

12

7

12

3

5

8

4

2

17

10

13

8

4

13

0

1

0 5 10 15 20

天の川

部分日食

皆既日食

部分月食

皆既月食

流星群

南十字星

彗星(ほう き星)

2018年 2016年

図 2 アンケート（これまでに見た経験） 

 さらに、野外実習では当日の天候に左右さ

れるため、事前に惑星の位置確認なども事前

課題としていたが、未完了の状態で受講に臨

む受講者もいた。また、これまでに見たこと

のある天体や現象を尋ねたところ、皆既日食

を半数近くの受講者が見ているという結果

（図2)も得られ、誤った知識を持っていたこ

とが推測できた。食現象はシミュレーション

による解説によって正しい理解に導くことが

適切であったが時間的にできなかった。 

 また、事前テストも実施しており、月の満

ち欠けや見える位置など日頃から観察すると

いう習慣の欠落が認識でき、受講者は実際に

野外で観察することの重要性を体感できたよ

うだ。なお、講習終了時には、受講の評価試

験を課すことになっているが、限られた講習

時間では、理解を深めることには限界を感じ

たため、今回は講習評価試験の内容に関わる

解説資料を後日に郵送した。

4. おわりに

今後に向けては、天文教育分野の免許状更

新講習の開講数が全国的に増加していくこと

を期待したい。 
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